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ステップ１ 復習 

１ 下の図において、ＢＣ：ＣＤ＝１：１、ＡＥ：ＥＣ＝２：１です。三角

形ＡＢＣの底辺をＢＣ、三角形ＥＣＤの底辺をＣＤとするとき、次の問

いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 三角形ＡＢＣと三角形ＥＣＤの底辺の比は、（   ）：（   ）です。 

 

 ⑵ 三角形ＡＢＣと三角形ＥＣＤの高さの比は、（   ）：（   ）です。 

 

 ⑶ ⑴⑵より、三角形ＡＢＣと三角形ＥＣＤの面積の比は、 

       （   ）×（   ）：（   ）×（   ） 

      ＝（   ）：（   ） 

   となります。「三角形の面積の比＝底辺の比×高さの比」です。 
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２ 次の図において、三角形アとイの面積の比を求めなさい。ただし、図中

の数字は、それぞれの直線を分ける比を表しています。 
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ステップ２ 

３ 図の三角形ＤＥＦにおいて、ＡＢ：ＢＤ＝１：２、ＢＣ：ＣＥ＝１：１、

ＣＡ：ＡＦ＝１：２です。三角形ＡＢＣの面積を１とするとき、次の問

いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 三角形ＤＦＡの面積は、（   ）×（   ）＝（   ）です。 

 ⑵ 三角形ＦＥＣの面積は、（   ）×（   ）＝（   ）です。 

 ⑶ 三角形ＥＤＢの面積は、（   ）×（   ）＝（   ）です。 

 ⑷ 三角形ＤＥＦの面積は、 

   （   ）＋（   ）＋（   ）＋（   ）＝（   ）です。 
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４ 次の⑴、⑵において、三角形ＤＥＦの面積は三角形ＡＢＣの面積の何倍

ですか。 

 

 ⑴ ＡＢ：ＢＤ＝１：３ 

   ＢＣ：ＣＥ＝１：２ 

   ＣＡ：ＡＦ＝１：２ 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ ＡＢ：ＢＤ＝１：２ 

   ＢＣ：ＣＥ＝１：３ 

   ＣＡ：ＡＦ＝１：３ 
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５ 三角形ＡＢＣの面積は 10 ㎠

です。ＣＡ：ＡＤ＝１：２、

ＡＢ：ＢＥ＝１：３、ＢＣ：

ＣＦ＝１：４のとき、三角形

ＤＥＦの面積は何㎠ですか。 

 

 

 

 

 

６ 次の図において、ＡＦ＝ＦＤ、

ＣＥ＝ＥＦ、ＢＤ＝ＤＥとしま

す。三角形ＡＢＣの面積が 56

㎠のとき、三角形ＡＦＣの面積

は何㎠ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ



区切り面積⑸ - 真ん中 

 6 

ステップ３ 

７ 図の三角形ＤＥＦにおいて、ＡＢ：ＢＤ＝１：３、ＢＣ：ＣＥ＝１：２、

ＣＡ：ＡＦ＝２：３のとき、三角形ＤＥＦの面積は、三角形ＡＢＣの面

積の何倍ですか。２：３＝１：1.5 であることを参考にしなさい。 
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８ 図の三角形ＤＥＦにおいて、ＡＢ：ＢＤ＝１：３、ＢＣ：ＣＥ＝２：３、

ＣＡ：ＡＦ＝１：３のとき、三角形ＤＥＦの面積は、三角形ＡＢＣの面

積の何倍ですか。 
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■ 解答 ■ 

１ ⑴ １、１ 

  ⑵ ３、１ 

  ⑶ １、３、１、１、 

    ３、１ 

２ ⑴ １：４ 

  ⑵ １：６ 

  ⑶ １：８ 

  ⑷ １：９ 

３ ⑴ ２、３、６ 

  ⑵ ３、１、３ 

  ⑶ ２、２、４ 

  ⑷ ６、３、４、１、14 

４ ⑴ 24 倍 

  ⑵ 30 倍 

５ 360 ㎠ 

６ 16 ㎠ 

７ 21 倍 

８ 26.5 倍 
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■ 解説 ■ 

２ ⑴ (１×１)：(２×２)＝１：４ 

  ⑵ (１×１)：(２×３)＝１：６ 

  ⑶ (１×１)：(２×４)＝１：８ 

  ⑷ (１×１)：(３×３)＝１：９ 

 

４ ⑴ 三角形ＡＢＣの面積を１とすると、 

     ４×２＝８･･･三角形ＦＤＡ 

     ３×３＝９･･･三角形ＤＥＢ 

     ２×３＝６･･･三角形ＥＦＣ 

    よって、 

     ８＋９＋６＋１＝24･･･三角形ＤＥＦ 

    よって、 

     24÷１＝24(倍) 

 

 

 

 

  ⑵ 三角形ＡＢＣの面積を１とすると、 

     ３×３＝９･･･三角形ＦＤＡ 

     ２×４＝８･･･三角形ＤＥＢ 

     ３×４＝12･･･三角形ＥＦＣ 

    よって、 

     ９＋８＋12＋１＝30･･･三角形ＤＥＦ 

    よって、 

     30÷１＝30(倍) 

 

 

 

５ 三角形ＡＢＣの面積を１とすると、 

   ２×４＝８･･･三角形ＤＥＡ 

   ３×５＝15･･･三角形ＥＦＢ 

   ４×３＝12･･･三角形ＦＤＣ 

  よって、 

   ８＋15＋12＋１＝36･･･三角形ＤＥＦ 

  よって、三角形ＤＥＦは三角形ＡＢＣの 

   36÷１＝36(倍) 

  よって、三角形ＤＥＦの面積は、 

   10×36＝360(㎠) 
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６ 三角形ＤＥＦの面積を①とすると、 

   １×２＝２ 

  より、三角形ＢＤＡ、三角形ＣＥＢ、 

  三角形ＡＦＣの面積は② 

  よって、 

   ②×３＋①＝⑦･･･三角形ＡＢＣ 

  よって、 

   ⑦＝56 ㎠  

   ①＝８㎠ 

   ②＝16 ㎠ 

 

 

 

７ ＣＡ：ＡＦ＝２：３＝１：1.5 より、 

  三角形ＡＢＣの面積を１とすると、 

   ４×1.5＝６･･･三角形ＦＤＡ 

   ３×３＝９･･･三角形ＤＥＢ 

   ２×2.5＝５･･･三角形ＥＦＣ 

  よって、 

   ６＋９＋５＋１＝21･･･三角形ＤＥＦ 

  よって、 

   21÷１＝21(倍)  

 

 

 

８ ＢＣ：ＣＦ＝２：３＝１：1.5 より、 

  三角形ＡＢＣの面積を１とすると、 

   1.5×４＝６･･･三角形ＦＥＣ 

   2.5×３＝7.5･･･三角形ＥＤＢ 

   ４×３＝12･･･三角形ＤＦＡ 

  よって、 

   ６＋7.5＋12＋１＝26.5･･･三角形ＤＥＦ 

  よって、 

   26.5÷１＝26.5(倍)  
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